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図１	 メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の状況
	 （男性、20歳以上）

図２	� BMI区分別　血圧/血糖/血中脂質のいずれかの
リスク保持率（男性、30-59歳）
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　最近日常会話で、『メタボ』とい

う言葉をよく耳にするようになりま

した。『メタボリックシンドローム

（内臓脂肪症候群、通称：メタボ）』

は、肥満に加えて、高血圧、高血糖、

脂質異常といった、心疾患、脳血

管疾患等を引き起こす危険因子を

複数持った状態のことを指します。

現在、メタボリックシンドロームの

人の割合は予備軍も含めると男女共

に40歳以上で高く、男性では2人

に1人に達しています（図1）。心疾

患、脳血管疾患は、死亡原因の

上位であり、これらの病気を引

き起こすリスクをできるだけ未

然に防ごうと、2008年4月から

特定健康診査・保健指導がスタート

しました。

　心疾患、脳血管疾患のリスク

を低減するには、『メタボ』にな

らないこと、『メタボ』になって

もその状態を解消することが

重要です。そこで、生活科学

研究室では、BMI25以上の

人を便宜的に「メタボ・メタ

ボ予備群層」、25未満の人を

「非メタボ・メタボ予備群層」と

定義し※、両者の食・運動行動

に差があるのか、メタボ対策に

取り組むための促進・阻害要因

は何かを探ることを目的として、

30-60代男性を対象にアンケー

ト調査を行いました。
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メタボリックシンドロームの予備群と考えられる者
（腹囲≧85㎝+項目１つ該当）

メタボリックシンドロームが強く疑われる者
（腹囲≧85㎝+項目2つ以上該当）
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※�BMIとは肥満度を表す指数であり、体重（Kg）÷�
身長（m）÷身長（m）で算出されます。�
BMI25以上の人の約8割が血圧・血糖・血中脂
質のいずれかのリスクを持っている（メタボ予
備群・メタボ）といわれています。（図2）
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メタボ対策に関する意識と行動
～メタボ対策に 積極的な人 と 非積極的な人 を比較して～


